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▼2004年開院より、
累計の手術件数は

約12,600例となりました。

2024年6月末時点

小児期の股関節治療についてご存じですか？
股関節のお痛みにはいろいろな原因がありますが、その中でも今回は、

小児期の股間節治療についてのお話です。
変形性股関節症の原因として、欧米では一次性(他の病気によって引き起こされるわけではなく、

その臓器自体の病変)が多いのに対し、日本では発育性股関節形成不全に続発するものが多い
とされています。発育性股関節形成不全とは、以前は先天性股関節脱臼と呼ばれていました。
生後の環境によって脱臼するケースもあり、臼蓋形成不全(骨盤のかぶりが浅い)、

亜脱臼(脱臼の一歩手前の状態)、完全脱臼のすべての病態を含めて発育性股関節形成不全と
称されるようになりました。

1970年頃までは発生頻度が約1％と比較的高率でしたが、予防活動により現在は約0.3％まで
減少したと言われています。
原因として①遺伝的要因、②出生前環境要因、③出生後環境要因があります。

①遺伝的要因 ：家族歴(地域によっては親子の世代をまたいで股関節の形態を
チェックするシステムを構築しています。)

②出生前環境要因：骨盤位（正常分娩に比べ10倍と言われています。）
③出生後環境要因：下肢の運動を妨げる要因（着衣、抱き方など。）

治療としては、抱き方やおむつの当て方の指導や、
装具療法、牽引療法、手術など程度や月齢によって様々です。
治療をしなかったり、その後の成長によっては、比較的若年で徐々に股関節の変形が進行します。
変形の程度が軽く若年であれば骨切り手術をすることもありますが、早期に人工関節手術が必要
となってしまうこともあります。
小児期の治療は、一見かわいそうに感じることもありますがとても重要です。

成人してからでも、血縁の方で股関節の治療歴のある方、股関節の症状を感じている方が
いらっしゃれば、一度診察を受けてみてはいかがでしょうか。

整形外科 秋山 豪介
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月じょいんと通信
股関節の痛みにお悩みの方へ 7

皆様、はじめまして。2024年4月より湘南鎌倉人工関節センターに
勤務しております、理学療法士の益永匠(ますなが たくみ)と申します。
長野県出身で大学卒業後は長野県松本市の総合病院に勤めておりました。

以前から整形外科疾患に対するリハビリテーションに携わる機会が多く、
入院や外来を中心にリハビリを実施してまいりました。長野県という土地柄もあり、
登山の滑落やスキー外傷の患者さんの社会復帰やスポーツ復帰を支援することもありました。
また、医師と協力して術後リハビリテーションのプログラムを作成した経験もございます。
これからは股関節のみならず、理学療法士としての専門性を高めながら、患者さんの希望や

社会復帰に貢献できるよう努力してまいります。何卒、よろしくお願いいたします。
リハビリテーション科 益永 匠

４月より理学療法士が1名、入職しました♪

▼2024年6月手術件数
(単位：件)

人工股関節置換術 ： ５７
人工股関節再置換術：  １

その他：   0



７月の公開医学講座
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